
(57)【要約】

　　【課題】奥行き方向が極めて薄い薄型であっても十

分広い範囲の光量調節が行なえる電子撮像装置を提供す

る。

　　【解決手段】光路を折り曲げるための反射面ＲＦを

少なくとも１面有する光学系Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３，Ｇ４，

Ｇ５を用いた電子撮像装置。前記光学系に光の透過率を

変化させることの出来る光学素子を設け、前記光路が前

記光学素子を複数回通過するように構成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 を 有 す る 光 学 系 を 用 い た 電 子 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 光
学 系 に 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の 出 来 る 光 学 素 子 を 設 け 、 光 線 が 前 記 光 学 素 子 を 複 数
回 通 過 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 を 有 す る 光 学 系 を 用 い た 電 子 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 反
射 面 上 あ る い は 前 記 反 射 面 の 直 前 に 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の 出 来 る 光 学 素 子 を 設 け
、 光 線 が 前 記 光 学 素 子 を 複 数 回 通 過 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 波 長 520nmの 光 が 前 記 光 学 素 子 を １ 回 通 過 す る 時 の 透 過 率 τ 520が 、 τ min≦ τ 520≦ τ ma
x全 域 で 以 下 の 条 件 を 満 足 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
　 　 　 ０ ． ７ ０ 　 ＜ 　 τ 440／ τ 520 ＜ 　 １ ． ２ ０
　 　 　 ０ ． ８ ０ 　 ＜ 　 τ 600／ τ 520 ＜ 　 １ ． ３ ０
但 し 、 τ 440は 波 長 440nmの 光 の 透 過 率 、 τ 600波 長 600nmの 光 の 透 過 率 で あ る 。 ま た 、 τ mi
nは 、 前 記 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の で き る 光 学 素 子 が 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る
時 の 最 小 透 過 率 、 τ maxは 、 前 記 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の で き る 光 学 素 子 が 、 最 も 透 明
な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 透 過 率 で あ る 。
                                                                        
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 光 学 系 の 内 部 透 過 率 を 変 化 さ せ る 方 式 に よ り 光 量 調 節 を 行 な う よ う に し た 電 子
撮 像 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 の デ ジ タ ル カ メ ラ を は じ め と す る 電 子 撮 像 装 置 に お い て は 、 そ の 小 型 化 や 薄 型 化 が
進 展 し て き て い る 。 こ の 小 型 化 や 薄 型 化 は 、 主 に 電 気 回 路 や 記 録 媒 体 の 小 型 化 に よ る と こ
ろ が 大 き い 。 電 気 回 路 や 記 録 媒 体 の 小 型 化 が 進 ん だ 結 果 、 光 学 系 の 撮 像 装 置 全 体 に 占 め る
大 き さ の 割 合 が 、 相 対 的 に 増 大 し て き て い る 。 そ こ で 、 光 学 系 に 関 し て も 、 特 に ズ ー ム レ
ン ズ に 関 し て 、 撮 像 素 子 の 小 型 化 を 通 じ て 小 型 化 が 進 ん で い る 。 例 え ば 、 沈 胴 式 鏡 筒 の 採
用 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 沈 胴 式 鏡 筒 は 、 撮 影 時 に 光 学 系 が せ り 出 し 、 携 帯 時 に 光 学 系 が 電 子
撮 像 装 置 筐 体 内 に 収 納 さ れ る 構 造 に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 小 型 化 あ る い は 薄 型 化 に 対
応 し て き た 。
　 し か し 、 小 型 化 が 進 展 す る に つ れ て 、 撮 像 素 子 の 小 型 化 の 進 展 に 比 例 し て 光 学 系 全 体 を
小 型 化 す る こ と に は 限 界 が 生 じ て い る 。 こ れ は 、 光 学 系 を 構 成 す る レ ン ズ 要 素 の 物 理 的 加
工 に 限 界 が あ る こ と 、 メ カ 機 構 の 機 械 的 強 度 に 限 界 が あ る こ と 、 及 び 製 作 精 度 に 限 界 が あ
る こ と に よ る 。 そ こ で 、 非 球 面 や 高 屈 折 率 低 分 散 硝 材 を 使 用 し て 、 構 成 要 素 を 極 限 ま で 減
ら す こ と が 行 わ れ て い る 。 し か し な が ら 、 そ れ も 基 本 仕 様 の 確 保 や 収 差 補 正 上 限 界 に 到 達
し て い る 。 そ の た め 、 従 来 の よ う に 光 学 素 子 を 一 直 線 状 に 配 置 す る 構 成 で は 、 光 学 系 の 体
積 や 全 長 の 小 型 化 、 あ る い は 沈 胴 時 の 奥 行 き 方 向 へ の 薄 型 化 は 限 界 に 来 て い る 。
　 そ こ で 、 特 に 奥 行 き 方 向 へ の 薄 型 化 を 実 現 す る 方 法 と し て 、 次 の よ う な も の が あ る 。 そ
の １ つ は 、 光 学 系 内 に 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 を 有 す る 構 成 で あ る 。 ま た 、 別 の １
つ は 、 光 学 フ ィ ル タ や ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー の 代 わ り に 、 エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 を 用
い る 構 成 で あ る 。 こ の 構 成 で は 、 複 数 の 透 過 光 の 波 長 範 囲 が 互 い に 異 な る 複 数 の エ レ ク ト
ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 を 、 組 合 せ て い る も の も あ る （ 特 許 文 献 １ お よ び ２ 参 照 ） 。 こ の よ う な
構 成 は 、 電 子 撮 像 装 置 筐 体 の 薄 型 化 に 大 き く 貢 献 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ５ － ２ ７ ０ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ６ ０ ７ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 こ れ ら の も の は 、 電 子 撮 像 素 子 の 小 型 化 に と も な い 、 回 折 の 問 題 が 無 視 で き
な く な っ て き て い る 。 例 え ば 、 F/5.6以 上 絞 り 込 む と 画 質 の 劣 化 が 著 し く な っ て く る た め
、 光 量 の 調 節 範 囲 が 狭 く な る 等 の 新 た な 問 題 が 出 て き て い る 。 そ こ で 、 従 来 、 透 過 率 を 下
げ る た め に 幾 つ か の 光 学 素 子 を 抜 き 差 し 交 換 す る 方 法 や 、 透 過 率 が 可 変 の 光 学 素 子 を 使 用
す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 前 者 は 機 構 が 複 雑 で そ の た め の ス ペ ー ス が 小
型 化 を 妨 げ る 要 因 に な る 。 そ の 点 、 後 者 は 小 型 化 に 適 し て は い る が 、 透 過 率 の 可 変 範 囲 が
狭 く 、 広 い 範 囲 の 光 量 調 節 を す る に は 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 如 き 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的
と す る と こ ろ は 、 奥 行 き 方 向 が 極 め て 薄 い 薄 型 で あ っ て も 十 分 広 い 範 囲 の 光 量 調 節 が 行 な
え る 電 子 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 は 、 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の
反 射 面 を 有 す る 光 学 系 を 用 い た 電 子 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 光 学 系 に 光 の 透 過 率 を 変 化 さ
せ る こ と の で き る 光 学 素 子 を 設 け 、 光 線 が 前 記 光 学 素 子 を 複 数 回 通 過 す る よ う に 構 成 し た
こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 は 、 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 を 有 す る 光 学 系 を
用 い た 電 子 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 反 射 面 上 あ る い は 前 記 反 射 面 の 直 前 に 光 の 透 過 率 を 変
化 さ せ る こ と の で き る 光 学 素 子 を 設 け 、 光 線 が 前 記 光 学 素 子 を 複 数 回 通 過 す る よ う に 構 成
し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 は 、 波 長 520nmの 光 が 前 記 光 学 素 子 を １ 回 通 過 す る 時
の 透 過 率 τ 520が 、 τ min≦ τ 520≦ τ max全 域 で 以 下 の 条 件 を 満 足 す る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。
　 　 　 ０ ． ７ ０ 　 ＜ 　 τ 440／ τ 520 ＜ 　 １ ． ２ ０
　 　 　 ０ ． ８ ０ 　 ＜ 　 τ 600／ τ 520 ＜ 　 １ ． ３ ０
但 し 、 τ 440は 波 長 440nmの 光 の 透 過 率 、 τ 600波 長 600nmの 光 の 透 過 率 で あ る 。 ま た 、 τ mi
nは 、 前 記 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の で き る 光 学 素 子 が 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る
時 の 最 小 透 過 率 、 τ maxは 、 前 記 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の で き る 光 学 素 子 が 、 最 も 透 明
な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 透 過 率 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 透 過 率 を 変 化 さ せ る こ と の で き る 光 学 素 子 を 光 線 が 複 数 回 通 過 す る よ
う に 構 成 す る こ と に よ り 、 小 型 で 特 に 奥 行 き 方 向 が 極 め て 薄 く 且 つ 十 分 広 い 範 囲 の 光 量 調
節 が 行 え る 薄 型 の 電 子 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 態 様 を 図 示 し た 実 施 例 に 基 づ き 説 明 す る 。 説 明 に 先 立 ち 、 本 発 明
の 作 用 効 果 に つ い て 述 べ る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 光 学 系 内 に あ る 反 射 面 を 利 用 し て 、 結 像 光 束 を 、 透 過 率 を 変 化 さ せ る
こ と の で き る 光 学 素 子 （ 以 下 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 と す る 。 ） を 例 え ば ２ 度 通 過 さ せ る よ
う に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 の 透 過 率 の 可 変 範 囲 が 狭 く て も
、 光 学 系 全 体 の 透 過 率 の 最 大 値 と 最 小 値 の 比 は 概 略 ２ 乗 に な り 、 光 量 調 節 範 囲 を 大 幅 に 広
げ る こ と が で き る 。
　 な お 、 結 像 光 束 が 透 過 率 可 変 光 学 素 子 を ２ 度 通 過 す る よ う に す る た め に は 、 出 来 る だ け
透 過 率 可 変 光 学 素 子 を 反 射 面 の 上 あ る い は 直 前 に 配 置 す る の が 光 学 系 の 小 型 化 に は 有 利 で
あ る 。
　 さ ら に 、 波 長 520nmの 光 が 透 過 率 可 変 光 学 素 子 を １ 回 通 過 し た 時 の 分 光 透 過 率 τ 520が  
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、 τ min≦ τ 520≦ τ max全 域 で 、 以 下 の 条 件 を 同 時 に 満 足 す る と 良 い 。
　 　 　 ０ ． ７ ０ 　 ＜ 　 τ 440／ τ 520 ＜ 　 １ ． ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
　 　 　 ０ ． ８ ０ 　 ＜ 　 τ 600／ τ 520 ＜ 　 １ ． ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
但 し 、 τ x（ ｘ は 数 字 ） は 波 長 ｘ nmの 光 の 透 過 率 で あ る 。 （ よ っ て 、 τ 440は 波 長 440nmの
光 の 透 過 率 、 τ 600波 長 600nmの 光 の 透 過 率 と な る 。 ） ま た 、 τ minは 、 透 過 率 可 変 光 学 素
子 が 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 小 透 過 率 、 τ maxは 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 が
、 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 透 過 率 で あ る 。
　 上 記 条 件 の い ず れ か を 外 れ る と カ ラ ー バ ラ ン ス が 劣 化 し や す く 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、
　 　 　 ０ ． ７ ５ 　 ＜ 　 τ 440／ τ 520 ＜ 　 １ ． １ ５ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ '）
　 　 　 ０ ． ８ ５ 　 ＜ 　 τ 600／ τ 520 ＜ 　 １ ． ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ '）
な る 条 件 を 満 た せ ば 更 に 良 く 、
　 　 　 ０ ． ８ ０ 　 ＜ 　 τ 440／ τ 520 ＜ 　 １ ． １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ "）
　 　 　 ０ ． ９ ０ 　 ＜ 　 τ 600／ τ 520 ＜ 　 １ ． ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ "）
な る 条 件 を 満 た せ ば 最 良 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 は 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 を 用 い る 場 合 に 関 す る が 、 こ れ に 代 え て 、 反 射 率 が 可 変 と
な る 光 学 素 子 （ 以 下 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 と す る ） を 用 い て も 良 い 。 そ の 場 合 も 、 波 長 52
0nmの 光 に お け る 反 射 率 R520が 、 Rmin≦ R520≦ Rmax全 域 で 、 以 下 の 条 件 を 満 足 す る の が 良
い 。
　 　 　 ０ ． ５ ０ 　 ＜ 　 R440／ R520　 ＜ 　 １ ． ４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
　 　 　 ０ ． ６ ０ 　 ＜ 　 R600／ R520　 ＜ 　 １ ． ７ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ）
但 し 、 Rx（ ｘ は 数 字 ） は 波 長 ｘ nmの 光 の 反 射 率 で あ る 。 （ よ っ て 、 R440は 波 長 440nmの 光
の 反 射 率 、 R600は 波 長 600nmの 光 の 反 射 率 と な る 。 ） ま た 、 Ｒ minは 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子
が 、 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 小 反 射 率 、 Ｒ maxは 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 が 、 最
も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 反 射 率 で あ る 。
　 こ の 場 合 も 、 条 件 式 （ ３ ） 及 び （ ４ ） の い ず れ か を 外 れ る と 、 カ ラ ー バ ラ ン ス が 劣 化 し
や す く 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、
　 　 　 ０ ． ６ ０ 　 ＜ 　 R440／ R520　 ＜ 　 １ ． ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ '）
　 　 　 ０ ． ７ ０ 　 ＜ 　 R600／ R520　 ＜ 　 １ ． ６ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ '）
な る 条 件 を 満 た せ ば 更 に 良 く 、
　 　 　 ０ ． ７ ０ 　 ＜ 　 R440／ R520　 ＜ 　 １ ． ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ "）
　 　 　 ０ ． ８ ０ 　 ＜ 　 R600／ R520　 ＜ 　 １ ． ５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ "）
な る 条 件 を 満 た せ ば 最 良 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 τ min、 τ maxに つ い て 説 明 す る 。 例 え ば 、 エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 は 、 ２ つ
の 異 な る 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 透 過 率 の 高 い 状 態 と 透 過 率 の
低 い 状 態 に な る 。 こ こ で 、 最 も 透 過 率 が 高 い 状 態 で は 、 エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 は 、 最
も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 。 一 方 、 最 も 透 過 率 が 低 い 状 態 で は 、 エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素
子 は 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 。
　 よ っ て 、 τ minは 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 が 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 小 透
過 率 で 、 τ maxは 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 が 、 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 透 過 率
と い う こ と に な る 。
　 例 え ば 、 τ min≦ τ 520≦ τ maxの 場 合 、 τ minは 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 が 最 も 不 透 明 な 状
態 に な っ て い る 時 の 、 波 長 520nmに お け る 最 小 透 過 率 と な る 。 ま た 、 τ maxは 、 透 過 率 可 変
光 学 素 子 が 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 、 波 長 520nmに お け る 最 大 透 過 率 と な る 。
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 で は 、 ２ つ の 異 な る 所 定 の 電 圧 を 印 加 す
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る こ と で 、 反 射 率 の 高 い 状 態 と 反 射 率 の 低 い 状 態 に な る 。 こ こ で 、 最 も 反 射 率 が 高 い 状 態
で は 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 は 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 。 た だ し 、 吸 収 は ほ と ん ど
生 じ な い の で 、 光 は 反 射 さ れ る 。 一 方 、 最 も 反 射 率 が 低 い 状 態 で は 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子
は 、 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 。
　 よ っ て 、 Ｒ minは 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 が 、 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 小 反 射
率 で 、 Ｒ maxは 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 が 、 最 も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 反 射 率
と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 透 過 率 可 変 光 学 素 子 と し て は 、 例 え ば 、 エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 が 好 ま し い 。 こ の 素
子 は 、 電 気 的 に 化 学 変 化 を 制 御 す る こ と に よ り 、 光 の 透 過 率 あ る い は 反 射 率 を 変 化 さ せ る
こ と の 出 来 る 素 子 で あ る 。 こ の よ う な 素 子 を 用 い る こ と は 、 サ イ ズ 、 制 御 性 、 応 答 速 度 な
ど の 点 で 好 ま し い 。 特 に 、 こ の よ う な 素 子 は 、 高 速 追 従 で 安 定 し た 透 過 率 を 得 る こ と が で
き る 。 よ っ て 、 こ の よ う な 素 子 を 光 路 内 に 設 け る れ ば 、 例 え ば 、 あ る 電 圧 の も と で 電 気 量
を 制 御 す る こ と に よ り 、 高 速 且 つ 安 定 し て 光 量 調 節 を 行 な う こ と が で き る 。 な お 、 反 射 率
可 変 光 学 素 子 と し て は 、 例 え ば 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ニ ッ ケ ル 系 合 金 薄 膜 を 用 い た 調 光 ミ ラ ー
な ど が あ る 。
　 そ の 場 合 、 出 来 る だ け 光 量 調 節 範 囲 を 広 く す る た め に 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 の 波 長 520n
mの 光 の １ 回 の 通 過 に お け る 最 大 透 過 率 τ max（ ≧ 0.7） と 最 小 透 過 率 τ min（ ≦ 0.3） と の
比 が 、 少 な く と も 2.5以 上 で あ る の が 好 ま し い 。 出 来 れ ば 3.5以 上 で あ る こ と が 望 ま し い 。
反 射 の 場 合 は 、 少 な く と も ４ 以 上 、 出 来 れ ば 5.5以 上 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 光 学 系 と し て 次 の よ う な 結 像 光 学 系 は 、 電 子 撮 像 装 置 の 奥 行 き 方 向 を 薄 く す る の に 極 め
て 効 果 的 で あ る た め 、 電 子 撮 像 素 子 が 小 型 に な る ほ ど 有 効 性 を 発 揮 す る 。 こ の 結 像 光 学 系
は 、 反 射 面 と 正 の 屈 折 力 の レ ン ズ 群 を 少 な く と も 有 す る 。 こ こ で 、 反 射 面 は 光 路 を 折 り 曲
げ る た め に 用 い ら れ る 。 ま た 、 正 の 屈 折 力 の レ ン ズ 群 は 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 に 変 倍 す る 際
に 、 単 調 に 物 体 側 に 移 動 す る 。
　 こ の よ う な 光 学 系 で は 、 開 口 絞 り を 例 え ば 常 用 す る F8程 度 に セ ッ ト し て も 回 折 の 影 響 に
よ り 画 質 が 劣 化 す る た め 、 開 口 径 を 小 さ く 絞 り 込 む わ け に は い か な い 。 従 っ て 、 上 述 の よ
う な 透 過 率 可 変 光 学 素 子 と 反 射 面 の 組 合 せ 、 或 い は 反 射 率 可 変 光 学 素 子 を 用 い れ ば 、 画 質
を 劣 化 さ せ る こ と な く 光 量 を 調 節 す る こ と が で き る 。 な お 、 奥 行 き 方 向 を よ り 薄 く す る た
め に 、 変 倍 時 に 可 動 な 全 て の 群 の 最 も 物 体 側 の レ ン ズ よ り も 物 体 側 に 、 反 射 面 を 少 な く と
も １ つ 有 す る よ う に 構 成 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 或 い は 、 光 学 系 中 に 少 な く と も １ つ の プ リ ズ ム を 配 置 す る 。 そ し て 、 反 射 面 を プ リ ズ ム
の 一 面 に 略 平 行 に 配 す る 。 更 に 、 プ リ ズ ム の 一 面 と 反 射 面 と の 間 に 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ
る こ と の 出 来 る 媒 質 （ 以 下 、 透 過 率 可 変 媒 質 と す る ） を 配 置 す る こ と に よ り 構 成 し て も 良
い 。 こ の 場 合 、 プ リ ズ ム 、 透 過 率 可 変 媒 質 及 び 反 射 面 が 、 透 過 率 可 変 光 学 素 子 に 該 当 す る
。 な お 、 光 学 系 を 通 過 す る 光 路 の 最 も 物 体 側 に 、 プ リ ズ ム を 配 置 す れ ば な お 良 い 。 そ れ は
、 奥 行 き 方 向 を 屈 折 力 の 高 い 媒 質 と す る こ と で よ り 長 い 光 路 長 、 つ ま り よ り 短 い 実 寸 に す
る た め に 有 効 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 プ リ ズ ム の 最 も 物 体 側 の 面 （ 入 射 面 ） は 、 凹 面 と す る の が よ い 。 そ れ は 、 光 学
全 系 の 入 射 面 か ら 入 射 瞳 位 置 ま で の 深 さ （ 距 離 ） を 極 力 浅 く す る こ と に よ り 、 反 射 面 を 物
理 的 に 光 学 全 系 の 入 射 面 に よ り 近 く 配 置 す る こ と が で き る か ら で あ る 。 そ し て 、 こ れ に よ
っ て 、 奥 行 き を 薄 く す る こ と に 効 果 的 で あ る か ら で あ る 。 そ し て 、 プ リ ズ ム の 屈 折 率 に つ
い て は 、 1.55以 上 （ 1.65以 上 で あ れ ば よ り 良 く 、 1.75以 上 で あ れ ば 最 良 ） と 極 力 高 い 方 が
よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 上 記 以 外 に も プ リ ズ ム の 屈 折 率 を 高 く す る と 、 次 の よ う な 効 果 が あ る 。 透 過 率 可
変 媒 質 あ る い は 透 明 電 極 に は 、 通 常 の 硝 子 並 み 以 上 の 極 め て 高 い 屈 折 率 を 有 す る も の が あ
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る 。 こ こ で 、 プ リ ズ ム と 反 射 面 と の 間 に 、 空 気 を 介 さ ず に 、 透 過 率 可 変 媒 質 を 挟 ん だ と す
る 。 こ の 場 合 、 プ リ ズ ム と 透 過 率 可 変 媒 質 と の 境 界 面 は 、 高 い 反 射 率 を 有 す る こ と に な る
。 そ の 結 果 、 本 来 反 射 面 で 反 射 す べ き 結 像 光 束 の 一 部 が こ の 境 界 面 で 反 射 し て 、 ゴ ー ス ト
像 を 形 成 し て し ま う 。 従 っ て 、 プ リ ズ ム と 透 過 率 可 変 媒 質 と の 屈 折 率 差 を 、 0.4以 下 と す
る の が よ い （ 0.3以 下 で あ れ ば よ り 良 く 、 0.2以 下 で あ れ ば 最 良 ） 。 こ の よ う に 、 プ リ ズ ム
の 屈 折 率 を 高 く す る こ と で 、 ゴ ー ス ト の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 あ る い は 、 プ リ ズ ム の 屈 折 率 を 条 件 と し な い 場 合 は 、 波 長 520nmの 光 に 対 す る 境 界 面 に
お け る 反 射 率 Rb、 反 射 面 に お け る 反 射 率 Rm及 び 両 面 の 間 隔 dと の 関 係 を 、 以 下 の 様 に す る
と 良 い 。
　 　 　 ０ ． １ ＜ Rb／ ｛ (1－ Rb)（ Rm× τ 520 2 ） ｝ ＜ １ ０
　 　 　 d ＝  画 素 ピ ッ チ × α ／ cosθ
　 　 　 ０ ＜ α ＜ １ ． ０ 　 　 　 　 （ α … 係 数 ）
　 　 　 ２ ０ ° ＜ θ ＜ ７ ０ ° 　 　 （ θ … 反 射 面 の 入 射 光 軸 に 対 す る 角 度 ）
　 以 上 の 条 件 は 、 両 面 そ れ ぞ れ の 反 射 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 二 重 像 を 逆 手 に と っ て 利 用
す る 場 合 の 条 件 で あ る 。 す な わ ち 、 二 重 像 を 、 電 子 撮 像 素 子 の ナ イ キ ス ト 周 波 数 以 上 の 成
分 に よ る 折 り 返 し 歪 み を 除 く た め に 用 い る も の で あ る 。 こ れ は 、 二 重 像 を 、 光 学 ロ ー パ ス
フ ィ ル タ ー 的 効 果 の 足 し に 使 用 す る も の で あ る 。 こ れ ら の 条 件 を 外 す と 、 解 像 力 が 低 下 し
す ぎ た り 、 或 い は ゴ ー ス ト と し て 認 知 さ せ る 像 が 出 来 た り し て 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 フ ォ ー カ シ ン グ 機 能 は 、 光 学 系 の 出 来 る だ け 像 側 の 方 に あ る 光 学 素 子 群 に 具 備 さ
せ る の が 良 い 。 本 発 明 の 場 合 に は 、 最 も 像 側 の 可 動 群 が フ ォ ー カ シ ン グ 機 能 を 果 た し て い
る 。 そ し て 、 光 学 系 の 状 態 と 、 電 子 撮 像 素 子 か ら 得 ら れ る 映 像 に 関 連 し た 電 気 信 号 及 び 透
過 率 可 変 媒 質 の 透 過 率 を 、 そ れ ぞ れ 電 気 的 に 制 御 す る 手 段 を 備 え た 電 子 撮 像 装 置 と す る の
が よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 電 子 撮 像 装 置 の 実 施 例 １ で あ っ て 、 こ の 電 子 撮 像 装 置 に 用 い ら れ る 光
学 構 成 を 示 す 光 軸 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 は 、 広 角 端 に お い て 無 限 遠 物 点 に 合 焦
し て い る 時 の 状 態 を 、 そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 な お 、 こ の 光 学 系 は 、 折 り 曲 げ 光 学 系 で あ る
。
　 図 １ 及 び 図 ２ 中 、 Ｉ は 電 子 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ の 撮 像 面 、 Ｌ Ｐ Ｆ は 光 学 的 ロ ー パ ス フ
ィ ル タ ー で あ る 。 そ し て 、 物 体 側 か ら 順 に 、 光 学 系 と 、 光 学 的 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー Ｌ Ｐ Ｆ
と 、 撮 像 面 Ｉ が 配 置 さ れ て い る 。
　 光 学 系 は 、 物 体 側 か ら 順 に 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ と 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と 、 開 口 絞 り Ｓ と
、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ と 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と 、 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ を 有 し て い る 。
　 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 全 体 で 正 の 屈 折 力 を 有 し て い る 。 こ の 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 物 体
側 か ら 順 に 、 プ リ ズ ム Ｐ と 後 側 副 群 と で 構 成 さ れ て い る 。 プ リ ズ ム Ｐ は 、 物 体 側 に 光 路 を
折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 Ｒ Ｆ と 光 線 入 射 面 Ｉ Ｆ を 有 す る 。 光 線 入 射 面 Ｉ Ｆ は 物 体 側 に 凹 面
で あ り 、 光 軸 か ら 離 れ る に 従 っ て 発 散 性 が 弱 ま る 非 球 面 を 持 つ 。 ま た 、 後 側 副 群 は 正 の 屈
折 力 を 有 す る 。
　 な お 、 図 １ に 示 す プ リ ズ ム Ｐ の 反 射 面 Ｒ Ｆ に は 、 反 射 率 が 可 変 で あ る 媒 質 が 密 着 せ し め
ら れ て い る 。 一 方 、 図 ２ に 示 す 反 射 面 Ｒ Ｆ と プ リ ズ ム Ｐ の 対 向 面 と の 間 に は 、 透 過 率 可 変
媒 質 が 挟 ま れ て い て い る 。 そ し て 、 こ れ ら が 反 射 率 可 変 光 学 素 子 あ る い は 透 過 率 可 変 光 学
素 子 を 構 成 し て い る 。 図 １ 及 び 図 ２ の 構 成 と も 、 光 量 調 節 を 高 速 、 且 つ 安 定 し て 行 え る 。
　 な お 、 図 ２ の 構 成 で は 、 プ リ ズ ム Ｐ に 入 射 し た 光 は 、 透 過 率 可 変 媒 質 を 通 過 し て 反 射 面
Ｒ Ｆ に 到 達 す る 。 こ の 光 は 、 反 射 面 Ｒ Ｆ で 反 射 さ れ た 後 、 再 び 透 過 率 可 変 媒 質 を 通 過 し て
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プ リ ズ ム Ｐ 内 に 戻 る 。 す な わ ち 、 プ リ ズ ム Ｐ に 入 射 し た 光 は 、 透 過 率 可 変 媒 質 を ２ 回 通 過
す る こ と に な る 。 し た が っ て 、 図 ２ の 構 成 の 方 が 、 図 １ の 構 成 に 比 べ て 、 光 量 調 節 範 囲 を
広 く と る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 プ リ ズ ム Ｐ は 、 光 路 を ９ ０ ° 折 り 曲 げ る 反 射 プ リ ズ ム と し て 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 後 側 副 群 は 、 両 凸 正 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 全 体 で 負 の 屈 折 力 を 有 し て い る 。 こ の 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 物 体
側 か ら 順 に 配 置 さ れ た 、 両 凹 負 レ ン ズ と 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ と で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 、 物 体 側 か ら 順 に 配 置 さ れ た 、 両 凸 正 レ ン ズ と 、 両 凸 正 レ ン ズ と 両
凹 負 正 レ ン ズ と の 接 合 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ は 、 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ は 、 物 体 側 に 凸 面 を 向 け た 平 凸 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
な お 、 本 発 明 の 各 実 施 例 に お け る 有 効 撮 像 領 域 の 縦 横 比 は ３ ： ４ で あ り 、 光 路 折 り 曲 げ 方
向 は 横 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 無 限 遠 物 点 に 合 焦 し た 状 態 に お い て 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ と 変 倍 す る 際 に は 、 第 １
レ ン ズ 群 Ｇ １ 及 び 開 口 絞 り Ｓ は 位 置 が 固 定 さ れ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 像 側 へ の み 移 動 し 、
第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 物 体 側 へ の み 移 動 す る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 合 焦 動 作 時 に は 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ 及 び 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ が 光 軸 上 を 移 動 す る よ
う に な っ て い る 。
　 非 球 面 は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ 中 の プ リ ズ ム Ｐ の 光 線 入 射 面 Ｉ Ｆ の ほ か に 、 第 １ レ ン ズ 群
Ｇ １ 中 の 両 凸 レ ン ズ の 物 体 側 の 面 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ 中 の 両 凹 レ ン ズ の 物 体 側 及 び 像 側 の
面 、 及 び 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ 中 の 両 凸 正 レ ン ズ の 物 体 側 及 び 像 側 の 面 及 び 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５
の メ ニ ス カ ス レ ン ズ の 物 体 側 面 に 夫 々 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 実 施 例 １ で 用 い ら れ る 光 学 系 を 構 成 す る 光 学 部 材 の 数 値 デ ー タ を 示 す 。
　 な お 、 実 施 例 １ で 用 い ら れ る 光 学 系 の 数 値 デ ー タ に お い て 、 ｒ 1 、 ｒ 2 、 … は 各 レ ン ズ 面
の 曲 率 半 径 、 ｄ 1 、 ｄ 2 、 … は 各 レ ン ズ の 肉 厚 ま た は 空 気 間 隔 、 ｎ d 1 、 ｎ d 2 、 … は 各 レ ン ズ
の ｄ 線 で の 屈 折 率 、 ν d 1 、 ν d 2 、 … は 各 レ ン ズ の ア ッ べ 数 、 Ｆ ｎ ｏ ． は Ｆ ナ ン バ ー 、 ｆ は
全 系 焦 点 距 離 、 Ｄ ０ は 物 体 か ら 第 １ 面 ま で の 距 離 を 表 し て い る 。 ｒ ， ｄ ， ｆ ， Ｄ ０ の 単 位
は mmで あ る 。
　 な お 、 非 球 面 形 状 は 、 光 軸 方 向 を ｚ 、 光 軸 に 直 交 す る 方 向 を ｙ に と り 、 円 錐 係 数 を Ｋ 、
非 球 面 係 数 を Ａ 4 、 Ａ 6 、 Ａ 8 、 Ａ 1 0 と し た と き 、 次 の 式 で 表 さ れ る 。
　 ｚ ＝ （ ｙ 2 ／ ｒ ） ／ ［ １ ＋ ｛ １ － （ １ ＋ Ｋ ） （ ｙ ／ ｒ ） 2 ｝ 1 / 2 ］
　 　 　 　 ＋ Ａ 4 ｙ

4 ＋ Ａ 6 ｙ
6 ＋ Ａ 8 ｙ

8 ＋ Ａ 1 0 ｙ
1 0

　 な お 、 こ れ ら の 記 号 は 後 述 の 実 施 例 の 数 値 デ ー タ に お い て も 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ｒ 1 ＝ -9.4520（ 非 球 面 ）
　 　 　 　 　 ｄ 1 ＝ 8.2000　 　  　 　 ｎ d 1 ＝ 1.80518 　 　 　 ν d 1 ＝ 25.42
　 ｒ 2 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 2 ＝ 0.1500
　 ｒ 3 ＝ 9.6078（ 非 球 面 ）
　 　 　 　 　 ｄ 3 ＝ 2.3000　 　 　 　  ｎ d 3 ＝ 1.78800 　 　 　 ν d 3 ＝ 47.37
　 ｒ 4 ＝ -36.5601
　 　 　 　 　 ｄ 4 ＝ D4
　 ｒ 5 ＝ -12.2968(非 球 面 )
　 　 　 　 　 ｄ 5 ＝ 0.8000　 　 　  　 ｎ d 5 ＝ 1.74320 　 　 　 ν d 5 ＝ 49.34
　 ｒ 6 ＝ 5.0653（ 非 球 面 ）
　 　 　 　 　 ｄ 6 ＝ 0.6000
　 ｒ 7 ＝ 7.3064
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　 　 　 　 　 ｄ 7 ＝ 1.5000　 　 　 　  ｎ d 7 ＝ 1.84666       ν d 7 ＝ 23.78
　 ｒ 8 ＝ 30.2966
　 　 　 　 　 ｄ 8 ＝ D8
　 ｒ 9 ＝ ∞ （ 絞 り ）
　 　 　 　 　 ｄ 9 ＝ D9
　 ｒ 1 0 ＝ 10.4103(非 球 面 )
　 　 　 　 　 ｄ 1 0 ＝ 5.8865　 　 　 　 ｎ d 1 0 ＝ 1.69350       ν d 1 0 ＝ 53.21
　 ｒ 1 1 ＝ -6.9390(非 球 面 )
　 　 　 　 　 ｄ 1 1 ＝ 0.1500
　 ｒ 1 2 ＝ 8.4519
　 　 　 　 　 ｄ 1 2 ＝ 2.4987　 　 　 　 ｎ d 1 2 ＝ 1.51742       ν d 1 2 ＝ 52.43
　 ｒ 1 3 ＝ -10.7434
　 　 　 　 　 ｄ 1 3 ＝ 0.7000　 　 　 　 ｎ d 1 3 ＝ 1.84666       ν d 1 3 ＝ 23.78
　 ｒ 1 4 ＝ 4.1500
　 　 　 　 　 ｄ 1 4 ＝ D14
　 ｒ 1 5 ＝ 6.0955
　 　 　 　 　 ｄ 1 5 ＝ 1.8000　 　 　 　 ｎ d 1 5 ＝ 1.48749       ν d 1 5 ＝ 70.23
　 ｒ 1 6 ＝ 9.7078
　 　 　 　 　 ｄ 1 6 ＝ D16
　 ｒ 1 7 ＝ 8.7554(非 球 面 )
　 　 　 　 　 ｄ 1 7 ＝ 1.8000　 　 　 　 ｎ d 1 7 ＝ 1.58423       ν d 1 7 ＝ 30.49
　 ｒ 1 8 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 1 8 ＝ 0.7000
　 ｒ 1 9 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 1 9 ＝ 0.6000　 　 　 　 ｎ d 1 9 ＝ 1.51633       ν d 1 8 ＝ 64.14
　 ｒ 2 0 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 2 0 ＝ D20
　 ｒ 2 1 ＝ ∞ （ 撮 像 面 ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
非 球 面 係 数
第 １ 面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ 9.5837× 10

- 4 　 　 　  Ａ 6 ＝ -1.1998× 10
- 5

Ａ 8 ＝ 1.1926× 10
- 7

第 3面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ -5.2184× 10

- 4 　 　 　 Ａ 6 ＝ 1.4369× 10
- 6

Ａ 8 ＝ 1.3193× 10
- 8

第 5面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ -8.5131× 10

- 4 　 　 　 Ａ 6 ＝ 1.2914× 10
- 4

Ａ 8 ＝ -5.4974× 10
- 6

第 6面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ -1.8812× 10

- 3 　 　 　 Ａ 6 ＝ 1.7977× 10
- 4

Ａ 8 ＝ -1.1418× 10
- 5

第 10面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ -9.0524× 10

- 4 　 　 　 Ａ 6 ＝ -1.4899× 10
- 5

Ａ 8 ＝ -2.7354× 10
- 6
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第 11面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ 2.0252× 10

- 4 　 　  　 Ａ 6 ＝ -1.5683× 10
- 5

Ａ 8 ＝ -2.5889× 10
- 7

第 17面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                 Ａ 4 ＝ 1.3132× 10

- 4 　 　  　 Ａ 6 ＝ 2.2399× 10
- 5

Ａ 8 ＝ -2.5971× 10
- 6

【 ０ ０ ２ ５ 】
ズ ー ム デ ー タ
Ｄ ０ （ 物 体 か ら 第 １ 面 ま で の 距 離 ） が ∞ の と き
　 　 　 　 　 　 　 広 角 端 　 　 　 　 　 中 間 　 　   　  望 遠 端
ｆ （ ｍ ｍ ）    4.60394          7.80037       13.19942
Ｆ ｎ ｏ ．      2.8634           3.5902         4.5306
Ｄ ０             ∞                ∞              ∞
Ｄ ４          0.99877          3.91855        6.57280
Ｄ ８          6.47386          3.54652        0.89974
Ｄ ９          5.54148          3.31646        0.99874
Ｄ １ ４        1.37738          3.62339        5.91816
Ｄ １ ６        1.19791          1.19758        1.19992
Ｄ ２ ０        0.89970          0.87855        0.89957
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 電 子 撮 像 装 置 の 実 施 例 ２ で あ っ て 、 こ の 電 子 撮 像 装 置 に 用 い ら れ る 光
学 構 成 を 示 す 光 軸 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 は 、 広 角 端 に お い て 無 限 遠 物 点 に 合 焦
し て い る 時 の 状 態 を 、 そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 な お 、 こ の 光 学 系 も 折 り 曲 げ 光 学 系 で あ る 。
　 図 ３ 及 び 図 ４ 中 、 Ｉ は 電 子 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ の 撮 像 面 、 Ｌ Ｐ Ｆ は 光 学 的 ロ ー パ ス フ
ィ ル タ ー で あ る 。 そ し て 、 物 体 側 か ら 順 に 、 光 学 系 と 、 光 学 的 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー Ｌ Ｐ Ｆ
と 、 撮 像 面 Ｉ が 配 置 さ れ て い る 。
　 光 学 系 は 、 物 体 側 か ら 順 に 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ と 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ と 、 開 口 絞 り Ｓ と
、 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ と 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ と 、 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ を 有 し て い る 。
　 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 全 体 で 負 の 屈 折 力 を 有 し て い る 。 こ の 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ は 、 物 体
側 か ら 順 に 、 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 プ リ ズ ム Ｐ 及 び 後 側 副 群 と で 構 成 さ れ て い る 。 プ リ ズ
ム Ｐ は 、 物 体 側 に 光 路 を 折 り 曲 げ る 反 射 面 Ｒ Ｆ を 有 す る 。 ま た 、 後 側 副 群 は 負 の 屈 折 力 を
有 す る 。
　 な お 、 図 ３ に 示 す プ リ ズ ム Ｐ の 反 射 面 Ｒ Ｆ に は 、 反 射 率 が 可 変 で あ る 媒 質 が 密 着 せ し め
ら れ て い る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す 反 射 面 Ｒ Ｆ と プ リ ズ ム Ｐ の 対 向 面 と の 間 に は 、 透 過 率 可 変
媒 質 が 挟 ま れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら が 反 射 率 可 変 光 学 素 子 あ る い は 透 過 率 可 変 光 学 素 子
を 構 成 し て い る 。
　 ま た 、 プ リ ズ ム Ｐ は 、 光 路 を ９ ０ ° 折 り 曲 げ る 反 射 プ リ ズ ム と し て 構 成 さ れ て い る 。 後
側 副 群 は 、 両 凹 負 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 、 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ３ レ ン ズ 群 Ｇ ３ は 、 物 体 側 か ら 順 に 配 置 さ れ た 、 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ と 負 メ ニ ス カ ス
レ ン ズ を 接 合 し て な る 接 合 レ ン ズ と 、 両 凸 正 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ は 、 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ は 、 物 体 側 か ら 順 に 配 置 さ れ た 、 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ と 正 メ ニ ス カ ス
レ ン ズ を 接 合 し て な る 接 合 レ ン ズ と 、 平 行 平 面 板 と 、 光 学 的 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー Ｌ Ｐ Ｆ で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 無 限 遠 物 点 に 合 焦 し た 状 態 に お い て 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ と 変 倍 す る 際 に は 、 第 １
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レ ン ズ 群 Ｇ １ 及 び 開 口 絞 り Ｓ は 位 置 が 固 定 さ れ 、 第 ２ レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 像 側 へ の み 移 動 す る
よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 合 焦 動 作 時 に は 、 第 ４ レ ン ズ 群 Ｇ ４ 及 び 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ が 光 軸 上 を 移 動 す る よ
う に な っ て い る 。
　 非 球 面 は 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ 中 の 後 側 副 群 レ ン ズ の 入 射 面 及 び 出 射 面 の ほ か に 、 第 ３ レ
ン ズ 群 Ｇ ３ の 最 も 物 体 側 の 面 、 及 び 第 ５ レ ン ズ 群 Ｇ ５ 中 の 接 合 レ ン ズ の 像 側 の 面 に 夫 々 設
け ら れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 例 は 、 そ の 変 形 例 と し て 、 第 １ レ ン ズ 群 Ｇ １ 中 の 最 も 物 体 側 に あ る 正 メ ニ
ス カ ス レ ン ズ と プ リ ズ ム Ｐ に 替 え て 、 実 施 例 １ で 示 し た 如 き 入 射 面 が 物 体 側 に 凹 面 を 向 け
た プ リ ズ ム を 用 い て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 実 施 例 ２ の 光 学 系 を 構 成 す る 光 学 部 材 の 数 値 デ ー タ を 示 す 。

　 ｒ 1 ＝ 18.1242
　 　 　 　 　 ｄ 1 ＝ 1.1000　 　 　   ｎ d 1 ＝ 1.77250        ν d 1 ＝ 49.60
　 ｒ 2 ＝ 11.0917
　 　 　 　 　 ｄ 2 ＝ 3.0000
　 ｒ 3 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 3 ＝ 12.5000       ｎ d 3 ＝ 1.80610         ν d 3 ＝ 40.92
　 ｒ 4 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 4 ＝ 0.3000
　 ｒ 5 ＝ -189.0024(非 球 面 )
　 　 　 　 　 ｄ 5 ＝ 0.9000　 　 　 　 ｎ d 5 ＝ 1.80610         ν d 5 ＝ 40.92
　 ｒ 6 ＝ 7.0839（ 非 球 面 ）
　 　 　 　 　 ｄ 6 ＝ 0.8000
　 ｒ 7 ＝ 8.8339
　 　 　 　 　 ｄ 7 ＝ 1.9000　 　 　 　 ｎ d 7 ＝ 1.76182          ν d 7 ＝ 26.52
　 ｒ 8 ＝ 33.9090
　 　 　 　 　 ｄ 8 ＝ D8
　 ｒ 9 ＝ ∞ （ 絞 り ）
　 　 　 　 　 ｄ 9 ＝ 1.0000
　 ｒ 1 0 ＝ 6.5543(非 球 面 )
　 　 　 　 　 ｄ 1 0 ＝ 2.5000　 　 　 　 ｎ d 1 0 ＝ 1.74320         ν d 1 0 ＝ 49.34
　 ｒ 1 1 ＝ 16.5000
　 　 　 　 　 ｄ 1 1 ＝ 0.7000　 　 　 　 ｎ d 1 1 ＝ 1.84666         ν d 1 1 ＝ 23.78
　 ｒ 1 2 ＝ 6.8813
　 　 　 　 　 ｄ 1 2 ＝ 0.8000
　 ｒ 1 3 ＝ 110.5063
　 　 　 　 　 ｄ 1 3 ＝ 1.5000　 　 　 　 ｎ d 1 3 ＝ 1.72916         ν d 1 3 ＝ 54.68
　 ｒ 1 4 ＝ -13.4784
　 　 　 　 　 ｄ 1 4 ＝ D14
　 ｒ 1 5 ＝ 17.0895
　 　 　 　 　 ｄ 1 5 ＝ 1.4000　 　 　 　 ｎ d 1 5 ＝ 1.48749         ν d 1 5 ＝ 70.23
　 ｒ 1 6 ＝ 214.7721
　 　 　 　 　 ｄ 1 6 ＝ D16
　 ｒ 1 7 ＝ -8.1890
　 　 　 　 　 ｄ 1 7 ＝ 0.8000　 　 　 　 ｎ d 1 7 ＝ 1.84666         ν d 1 7 ＝ 23.78
　 ｒ 1 8 ＝ -20.0000
　 　 　 　 　 ｄ 1 8 ＝ 2.1000　 　 　 　 ｎ d 1 8 ＝ 1.74320         ν d 1 8 ＝ 49.34
　 ｒ 1 9 ＝ -7.6979(非 球 面 )
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数 値 デ ー タ ２



　 　 　 　 　 ｄ 1 9 ＝ 0.6600
　 ｒ 2 0 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 2 0 ＝ 1.4400　 　 　 　 ｎ d 2 0 ＝ 1.54771         ν d 2 0 ＝ 62.84
　 ｒ 2 1 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 2 1 ＝ 0.8000
　 ｒ 2 2 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 2 2 ＝ 0.6000　 　 　 　 ｎ d 2 2 ＝ 1.51633         ν d 2 2 ＝ 64.14
　 ｒ 2 3 ＝ ∞
　 　 　 　 　 ｄ 2 3 ＝ D23
　 ｒ 2 4 ＝ ∞ (撮 像 面 )
【 ０ ０ ２ ９ 】
非 球 面 係 数
第 ５ 面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                  Ａ 4 ＝ 3.1801× 10

- 4 　 　 　 Ａ 6 ＝ -7.4933× 10
- 6

Ａ 8 ＝ 1.3268× 10
- 7

第 6面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                  Ａ 4 ＝ 1.0755× 10

- 4 　 　 　 Ａ 6 ＝ -2.2069× 10
- 6

Ａ 8 ＝ -4.2215× 10
- 8 　 　 　 Ａ 1 0 ＝ 1.2946× 10

- 9

第 10面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                  Ａ 4 ＝ -2.8130× 10

- 4 　 　 　 Ａ 6 ＝ -7.1076× 10
- 7

Ａ 8 ＝ -1.7424× 10
- 7

第 19面
Ｋ ＝ 0
Ａ 2 ＝ 0                  Ａ 4 ＝ 5.5956× 10

- 4 　 　  　 Ａ 6 ＝ -1.7107× 10
- 5

Ａ 8 ＝ 5.6651× 10
- 7

【 ０ ０ ３ ０ 】
ズ ー ム デ ー タ
Ｄ ０ （ 物 体 か ら 第 １ 面 ま で の 距 離 ） が ∞ の と き
　 　 　 　 　 　 　 広 角 端 　 　 　 　 　 中 間 　 　 　    望 遠 端
ｆ （ ｍ ｍ ）     6.00227         10.39870      17.99964
Ｆ ｎ ｏ ．       2.8302           3.7274        4.5463
Ｄ ０             ∞                ∞             ∞
Ｄ ８          17.74229          9.38185       1.50012
Ｄ １ ４         1.39992         10.71211       9.41560
Ｄ １ ６         7.69801          6.74827      15.92451
Ｄ ２ ３         1.36012          1.35450       1.36012
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 何 れ も 反 射 面 を １ 面 有 す る 光 学 系 を 用 い て い る が 、 か か る 反 射 面 は ２
面 以 上 用 い て 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ は 、 反 射 率 可 変 の 媒 質 と し て 用 い ら れ る エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 の 分 光 特 性 を 示
す 線 図 で あ る 。 こ の 媒 質 は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 し た プ リ ズ ム Ｐ の 反 射 面 Ｆ Ｒ に 、 密 着 せ し
め ら れ る 媒 質 （ 物 質 ） で あ る 。 ま た 、 図 ６ は 、 透 過 率 可 変 媒 質 と し て 用 い ら れ る エ レ ク ト
ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 （ 厚 さ １ ｍ ｍ の ２ 枚 の 板 ガ ラ ス で 挟 ん だ 場 合 ） の 分 光 特 性 を 示 す 線 図 で
あ る 。 こ の 媒 質 は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 し た 反 射 面 Ｆ Ｒ と プ リ ズ ム Ｐ の 対 向 面 と の 間 に 挿 入
さ れ る 媒 質 （ 物 質 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 な お 、 各 種 条 件 式 、 及 び 各 種 パ ラ メ ー タ の 値 を 、 次 の 表 に 示 す 。 こ こ で 、 透 過 タ イ プ の
エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 と 反 射 面 と の 組 合 せ て 用 い る 場 合 （ 図 ２ 及 び 図 ４ 参 照 ） の エ レ
ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 自 身 の 透 過 率 を 、 Ａ １ （ 実 施 例 １ ） 及 び Ａ ２ （ 実 施 例 ２ ） と し て い
る 。 ま た 、 反 射 タ イ プ の エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 の 場 合 （ 図 １ 及 び 図 ３ 参 照 ） の エ レ ク
ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 自 身 の 透 過 率 を 、 Ｂ １ （ 実 施 例 １ ） 及 び Ｂ ２ （ 実 施 例 ２ ） と し て い る
。 ま た 、 レ ン ズ 群 Ｇ ２ の 焦 点 距 離 を ｆ ｂ 、 広 角 端 で の 全 系 の 焦 点 距 離 を ｆ ｗ と し て い る 。
な お 、 レ ン ズ 群 Ｇ ２ は 正 の 屈 折 力 を 有 し 、 広 角 端 か ら 望 遠 端 に 変 倍 す る 際 に 、 単 調 に 物 体
側 に 移 動 す る レ ン ズ 群 で あ る 。 下 表 で は 、 エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 の 透 過 率 及 び 反 射 率
の 最 大 値 と 最 小 値 の み を 示 し て い る が 、 そ れ ら の 中 間 の 値 を 連 続 的 に と る こ と も 可 能 で あ
る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 折 り 曲 げ 光 学 系 を 撮 影 光 学 系 ４ １ と し て デ ジ タ ル カ メ ラ に 組 み 込 ん だ
構 成 の 概 念 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 ７ は デ ジ タ ル カ メ ラ ４ ０ の 外 観 を 示 す 前 方 斜 視 図 、 図 ８
は 同 後 方 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 図 示 の デ ジ タ ル カ メ ラ は 、 撮 像 光 路 を デ ジ タ ル カ メ ラ 本 体
の 長 辺 方 向 に 折 り 曲 げ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 デ ジ タ ル カ メ ラ ４ ０ は 、 こ の 例 の 場 合 、 撮 影 用 光 路 ４ ２ を 有 す る 撮 影 光 学 系 ４ １ 、 フ ァ
イ ン ダ ー 用 光 路 ４ ４ を 有 す る フ ァ イ ン ダ ー 光 学 系 ４ ３ 、 シ ャ ッ タ ー ４ ５ 、 フ ラ ッ シ ュ ４ ６
、 液 晶 表 示 モ ニ タ ー ４ ７ 等 を 含 ん で い る 。 ま た カ メ ラ ４ ０ の 上 部 に 配 置 さ れ た シ ャ ッ タ ー
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４ ５ を 押 圧 す る と 、 そ れ に 連 動 し て 撮 影 光 学 系 ４ １ 、 例 え ば 、 第 １ 実 施 例 の 光 路 折 り 曲 げ
光 学 系 を 通 し て 撮 影 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 電 子 撮 像 装 置 は 、 特 許 請 求 範 囲 に 記 載 の 特 徴
の 他 に 下 記 の 特 徴 を 有 し て い る 。
（ １ ） 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 を 少 な く と も １ 面 有 す る 光 学 系 を 用 い た 電 子 撮 像 装
置 に お い て 、 前 記 反 射 面 は 光 の 反 射 率 を 変 化 さ せ る こ と の 出 来 る 光 学 素 子 （ 例 え ば 、 エ レ
ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 ） を 備 え て お り 、 波 長 520nmの 光 の 反 射 率 R520が Rmin≦ R520≦ Rmax
全 域 で 、 分 光 反 射 率 が 以 下 の 条 件 を 満 足 す る 光 学 系 を 用 い た 電 子 撮 像 装 置 。
　 　 　 ０ ． ５ ０ ＜ R440／ R520＜ １ ． ４ ０
　 　 　 ０ ． ６ ０ ＜ R600／ R520＜ １ ． ７ ０
但 し 、 Rx（ ｘ は 数 字 ） は 波 長 ｘ nmの 反 射 率 で あ る 。 ま た 、 Ｒ minは 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子
が 、 最 も 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 小 反 射 率 、 Ｒ maxは 、 反 射 率 可 変 光 学 素 子 が 、 最
も 不 透 明 な 状 態 に な っ て い る 時 の 最 大 反 射 率 で あ る 。
（ ２ ） 前 記 光 学 素 子 は 、 電 気 的 に 化 学 変 化 を 制 御 す る こ と に よ り 光 の 透 過 率 を 変 化 さ せ る
こ と の 出 来 る 媒 質 か ら な っ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 又 は 上 記 （ １ ） に 記 載 の 電 子 撮
像 装 置 。
（ ３ ） 前 記 光 学 系 は 、 正 の 屈 折 力 を 有 し 広 角 端 か ら 望 遠 端 に 変 倍 す る 際 に 単 調 に 物 体 側 に
移 動 す る レ ン ズ 群 を 含 ん で い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 又 は 上 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載
の 電 子 撮 像 装 置 。
（ ４ ） 前 記 光 学 系 は 、 変 倍 時 に 可 動 な 全 て の レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の レ ン ズ よ り も 物 体 側
に 、 光 路 を 折 り 曲 げ る た め の 反 射 面 を 少 な く と も １ つ 含 ん で い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ
か 又 は 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ３ ） の 何 れ か に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
（ ５ ） 前 記 光 学 系 は 少 な く と も １ つ の プ リ ズ ム を 含 み 、 前 記 反 射 面 は 前 記 プ リ ズ ム の 一 面
に 実 質 上 平 行 に 配 さ れ て い て 、 前 記 プ リ ズ ム の 一 面 と 前 記 反 射 面 と の 間 に 光 の 透 過 率 を 変
化 さ せ る こ と の 出 来 る 媒 質 が 介 在 せ し め ら れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 又 は 上 記 （ １
） 乃 至 （ ４ ） の 何 れ か に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
（ ６ ） 前 記 プ リ ズ ム は 前 記 光 学 系 を 通 過 す る 光 路 の 最 も 物 体 側 に 配 さ れ て い る 上 記 （ ５ ）
に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
（ ７ ） 前 記 プ リ ズ ム を 通 過 す る 光 路 の 最 も 物 体 側 の 面 （ 入 射 面 ） は 凹 面 で あ る 上 記 （ ６ ）
に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
（ ８ ） 前 記 プ リ ズ ム の 屈 折 率 は 1.68以 上 ， 1.75以 上 及 び 1.80以 上 の 何 れ か で あ る こ と を 特
徴 と す る 上 記 （ ７ ） に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
（ ９ ） 前 記 光 学 系 の 最 も 像 側 の 可 動 レ ン ズ 群 は フ ォ ー カ シ ン グ 機 能 を 有 し て い る 請 求 項 １
乃 至 ３ の 何 れ か 又 は 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ８ ） の 何 れ か に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
（ １ ０ ） 前 記 光 学 系 の 状 態 と 電 子 撮 像 素 子 か ら 得 ら れ る 映 像 に 関 連 し た 電 気 信 号 と 前 記 媒
質 の 透 過 率 を そ れ ぞ れ 電 気 的 に 制 御 す る 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 又 は 上 記 （
１ ） 乃 至 （ ９ ） の 何 れ か に 記 載 の 電 子 撮 像 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 の 実 施 例 １ の 反 射 面 に 反 射 率 可 変 の 物 質 が 密 着 せ し め
ら れ て い る 場 合 の 光 学 構 成 を 示 す 光 軸 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 の 実 施 例 １ の 反 射 面 と プ リ ズ ム と の 間 に 透 過 率 可 変 の
物 質 が 挟 ま れ て い る 場 合 の 光 学 構 成 を 示 す 光 軸 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 の 実 施 例 ２ の 反 射 面 に 反 射 率 可 変 の 物 質 が 密 着 せ し め
ら れ て い る 場 合 の 光 学 構 成 を 示 す 光 軸 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 電 子 撮 像 装 置 の 実 施 例 ２ の 反 射 面 と プ リ ズ ム と の 間 に 透 過 率 可 変 の
物 質 が 挟 ま れ て い る 場 合 の 光 学 構 成 を 示 す 光 軸 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 反 射 率 可 変 の 物 質 と し て 用 い ら れ る エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 の 分 光 特 性 を 示 す
線 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 透 過 率 可 変 の 物 質 と し て 用 い ら れ る エ レ ク ト ロ ク ロ ミ ッ ク 素 子 （ 厚 さ １ ｍ ｍ の ２
枚 の 板 ガ ラ ス で 挟 ん だ 場 合 ） の 分 光 特 性 を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 デ ジ タ ル カ メ ラ の 外 観 を 示 す 前 方 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 デ ジ タ ル カ メ ラ の 外 観 を 示 す 後 方 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｇ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ レ ン ズ 群
　 Ｇ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ レ ン ズ 群
　 Ｇ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ３ レ ン ズ 群
　 Ｇ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ４ レ ン ズ 群
　 Ｇ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ５ レ ン ズ 群
　 Ｐ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ リ ズ ム
　 Ｉ Ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 光 線 入 射 面
　 Ｒ Ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 反 射 面
　 Ｉ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 撮 像 面
　 Ｌ Ｐ Ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 光 学 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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